論文の執筆形式についてのご案内（タイトルはセンタリング　１４ポイント）
（１行あける）
基本的な書式を中心に（サブタイトルがある場合はセンタリング　１２ポイント）
（１行あける）
　石川　太郎（金沢市立金箔小学校）
（１行あける）　　　　　　　 　　　（氏名は右寄せ）
令和7年度の北陸三県教育工学研究大会における研究発表論文の執筆形式について示します。この部分には論文の概要（アブストラクト）を２００字程度でお書きください。
発表者はここに書かれた内容をもとに発表論文の執筆をお願いします。提出頂いたPDFで論文集を印刷いたしますので、論文集の体裁の統一のため、形式の準拠をよろしくお願いいたします。

発表論文　　執筆形式　　論文集　　提出期限　　（５～６のキーワード）




１　はじめに
令和7年度北陸三県教育工学研究大会の発表論文の執筆形式について、基本的な書式を示します。
発表論文集はPDFとしてまとめ、本会ホームページからダウンロードできるようにします。
論文集の体裁の統一を図るため、本執筆形式にしたがってご執筆くださるようお願いいたします。
「はじめに」には研究の背景、関連する先行研究、研究を始めた動機、研究の目的などを簡潔に説明します。

２　本文の内容
研究の方法や、得られた結果、知見，先行研究との比較、考察などについて、図表や写真などを用いて読者に分かりやすく説明します． 

３　まとめ
得られた結論や成果を簡潔に記します。また、残された課題があれば簡単に書きます。 

４　参考文献
引用文献や参考文献をまとめて「参考文献」として巻末に記述します。
記述については、著書、執筆者、掲載紙、掲載年（西暦）、掲載ページを必ず示すようにします。

５　論文の書式について
書式は、この案内書そのものが書式に則って書かれています。したがって、この案内書を読みながら、基本的なことを理解してください。
（１）用紙とマージン
用紙はＡ４版を用い、上２５ミリ、下３０ミリ、左右はともに２５ミリの余白をとる。
（２）段組について
本文は２段組とする。段組間は２文字分とる。
（３）行数
４２行を基本とするが若干の増減は可。ただし、上限は４３行、下限は４０行とする。
（４）文字数
本文は２１文字とする。
（５）フォント
①　タイトル及びサブタイトル
タイトルは１４．０ポイント、サブタイトルは１２．０ポイントとする。ＭＳ明朝体とする。
②　本文
１０．５ポイント、ＭＳ明朝体とする。
③　備考
本文の見出しはMSゴシックとしてもよい。
（６）文体
「である」調とする。この案内書は、執筆をお願いする立場にあるので、「です」「ます」調で案内しています。
（７）句読点
「、」「。」とする。
（８）図表について
①　注意事項
図表を入れる際には、鮮明なものがよい。
しかし、ファイル容量が大きい場合、論文を電子メールで送受信するときに不具合が生じる場合があるので、JPEG形式、また、GIF形式でお願いします。
また、子どもたちを撮影した写真の場合には、肖像権についての問題が生ずることもあるので、注意してください。
②　タイトルの付け方
図や表には、必ず、タイトルを付けてください。図と写真の場合には、図１、写真１として、図、写真の下部にタイトルを付ける。
表の場合には、表１として、表の上部にタイトルを付ける。

６　執筆ページ数
２ページまたは４ページとする。

７　提出方法
Wordの場合は、Word原本とPDF化したものを電子メールにて下記宛に送付ください。
なお、最終的に、論文集として、こちらで通し番号を振りますので、原稿にはページ数は振らないで下さい。

８　原稿提出締切日
令和8年年2月16日（月）必着
iida@nsknet.or.jpまで添付でお送りください。締切日は遵守してください。

９　発表申込締切日
令和8年１月31日（土）
石川県教育工学研究会ホームページからリンクされているフォームに、期日までに発表申込をしてください。

10　問合わせ先
　発表・論文等に関する問い合わせは、下記宛までお願いします。

石川県教育工学研究会事務局
飯田　淳一（金沢市立大浦小学校）
　 iida@nsknet.or.jp　　090-2099-3473
